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第2章 リサイクル材料の用途別の適用技術 
2.1  コンクリート用細骨材・粗骨材、混和材 

2.1.1  対象とするリサイクル材料 
コンクリート用細骨材・粗骨材、混和材には、表 2.1.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。

各材料の利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点でコンクリート用細骨材・粗骨材、混和材として利用可能性のある材料は、表 2.1.1 に示す◎

～△評価の材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）があ

る場合、評価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.1.1 コンクリート用細骨材・粗骨材、混和材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

①ｺﾝｸﾘｰﾄ用細骨材 ②ｺﾝｸﾘｰﾄ用粗骨材 ③混和材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 - - -

砂質系 02 1 - - -

2 - - -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 × × -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊
◎

(再生骨材)
◎

(再生骨材)
-

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 - - -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 - - -

07 1
◎

(水砕)
◎

(徐冷)
-

2 - - ◎

3 - - -

08 1 ◎ ◎ -

2 - - -

1 - - -

2 - - -

10 1 - - -

2 - - -

3 - - -

4 - - -

JIS灰 11 1 ◎ - ◎

非JIS灰 2 ◎ - △

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ △ - -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 - - -

石炭灰造粒物 2 - - -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ ◎ - -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ◎ ◎ -

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ - - -

貝
殻

カキ殻等 17 1
△

(砂混合)
× -

ホタテ殻等 2
○＋

(砂混合)
- -

18 - ３．１８　エコスラグ ◎ △ -

19 - ３．１９　破砕瓦 〇 - -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ工
技術情報の記載箇所

（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.1.2  リサイクル材料利用の基本方針 
コンクリート用細骨材・粗骨材、混和材として用いるリサイクル材料及びリサイクル材料を用いた

コンクリートは、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通

仕様書」等に示す品質を満足することとする。 

（解説） 

コンクリートの品質及び性能について「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕

様書」に規定されている。これらは港湾における海水作用や波浪、気象作用に対する抵抗性及び空港に

おいては航空機等の重交通荷重やすり減り抵抗性等といった特殊性について規定されており、その他の

一般的事項についてはコンクリート標準示方書（土木学会）に従うことを原則としている。よってリサ

イクル材料を用いたコンクリートは、これらを満足する品質及び性能を有する必要がある。 

また、コンクリートの材料として用いる骨材（細骨材・粗骨材）及び混和材の品質については、表 2.1.2

に示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」

等において規定されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。

しかし、一部のリサイクル材料は品質のばらつきが大きいことや、これらの規定に適合させるために経

済的に割高になる等の制約が生じることもある。これらについては、高い強度・高い耐久性が要求され

ない構造物等への適用を検討し、当該構造物の要求品質を勘案して、試し練り等においてコンクリート

の品質・性能を確認することとする。 
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表 2.1.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（コンクリート用細骨材・粗骨材、混和材） 
工種 コンクリート工 

用途 コンクリート用細骨材、コンクリート用粗骨材 混和材 

港
湾
工
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕石及びｺﾝｸﾘｰﾄ用ｽﾗｸﾞ骨材は、以下の規格
に適合しなければならない。 
・JIS A 5005 ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕石及び砕砂 
・JIS A 5011 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ｽﾗｸﾞ骨材(高炉ｽﾗｸﾞ、ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ
ｽﾗｸﾞ、銅ｽﾗｸﾞ、電気炉酸化ｽﾗｸﾞ) 

・JIS A 5021 ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H 
ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ用骨材について、粒度分布、品質、試験
方法を規定。 

混和材のフライアッシュ、高炉スラグ微
粉末、コンクリート用膨張材は、以下の
規格に適合しなければならない。 
・JIS A 6201 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾗｲｱｯｼｭ 
・JIS A 6206 ｺﾝｸﾘｰﾄ用高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 
・JIS A 6202 ｺﾝｸﾘｰﾄ用膨張材 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

骨材は、以下の規格を満足する品質のものを用いる。 
・JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）附属書Ⅰ 
清浄、堅硬、耐久的で適切な粒度を持ち、有機不純
物、塩化物等の有害量を含んでいないものを用いる
必要がある。また、ゴミ、泥、薄い石片、細長い石
片を含んだり、吸水性の高いもの、膨潤性のあるも
の等は不適当である。 

混和材としてのフライアッシュ、高炉ス
ラグ微粉末は、以下の規格に適合したも
のを用いる。 
・JIS A 6201 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾗｲｱｯｼｭ 
・JIS A 6206 ｺﾝｸﾘｰﾄ用高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 
それ以外の混和材は、試験、過去の実
績等によってその性能を確認する必要
がある。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕石及びｺﾝｸﾘｰﾄ用ｽﾗｸﾞ粗（細）骨材は、以
下の規格に適合するものとする。 
・JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）附属書Ａ（ﾚﾃﾞｨｰ
ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ用骨材） 

・JIS A 5005 ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕石及び砕砂 
・JIS A 5011 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ｽﾗｸﾞ骨材(高炉ｽﾗｸﾞ、ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ
ｽﾗｸﾞ、銅ｽﾗｸﾞ、電気炉酸化ｽﾗｸﾞ) 

・JIS A 5021 ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材H 
ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ用骨材について、粒度、すりへり減量等
を規定。 

混和材として用いるフライアッシュ、高
炉スラグ微粉末、コンクリート用膨張材
は、以下の規格に適合するものを標準と
する。 
・JIS A 6201 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾌﾗｲｱｯｼｭ 
・JIS A 6206 ｺﾝｸﾘｰﾄ用高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 
・JIS A 6202 ｺﾝｸﾘｰﾄ用膨張材 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

空港土木施設に使用するコンクリートの材料は、施設の要求性能を確保するために必要な品質
を有するものとする。なお、この条件を満足するものの一例として、日本工業規格に適合する
ものがある。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・JIS A 5022再生骨材Mを用いたｺﾝｸﾘｰﾄ 
・JIS A 5023再生骨材Lを用いたｺﾝｸﾘｰﾄ 
・JIS A 5031一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼
却灰を溶融固化したｺﾝｸﾘｰﾄ用溶融ｽﾗｸﾞ骨材 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ副産物の再生利用に関する用途別品質基準
［国土交通省通知、平成28年3月］ 

・高炉ｽﾗｸﾞ骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ施工指針［土木学会、平成 5
年7月］ 

・電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材を用いたｺﾝｸﾘｰﾄの設計・施工
指針(案)［土木学会、平成15年3月］ 

・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞ
ﾗｲﾝ（改訂版）[(財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成29年2
月] 

・銅ｽﾗｸﾞ細骨材を用いたｺﾝｸﾘｰﾄの設計施工指針［土
木学会、平成28年7月］ 

・ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ骨材を用いたｺﾝｸﾘｰﾄの設計施工指針
［土木学会、平成28年7月］ 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（一
財）沿岸技術研究センター、平成27年9月］ 

・港湾構造物へのｼｪﾙｺﾝｸﾘｰﾄ適用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）［仙
台港湾空港技術調査事務所、平成21年3月］ 

・建設工事における他産業ﾘｻｲｸﾙ材料利用技術ﾏﾆｭｱﾙ
［土木研究所、平成18年4月］ 

・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末を用いたｺﾝｸﾘｰﾄの施
工指針[土木学会、平成8年6月] 

・ﾌﾗｲｱｯｼｭを用いたｺﾝｸﾘｰﾄの施工指針
(案)[土木学会、平成11年9月] 
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2.1.3  要求品質及び性能 
(1) 骨材（細骨材・粗骨材） 

リサイクル材料による骨材には、用途に見合う所要の品質を満足するコンクリートが得られるもの

を用いることとする。 

（解説） 

リサイクル材料による骨材は、通常の骨材と同様に清浄、堅硬、耐久性で、適切な粒度を持ち、有機

不純物、塩化物等の有害量を含んでいないものを用いる必要がある。また、ゴミ、泥、薄い石片、細長

い石片を含むもの、吸水率の高いもの、膨潤性のあるもの等は不適当である。 

リサイクル材料による骨材の品質に係る品質規格の規定の状況は、表 2.1.3 に示すとおりである。コ

ンクリート塊、鉄鋼スラグ（高炉スラグ、電気炉酸化スラグ）、非鉄スラグ（銅スラグ、フェロニッケル

スラグ）、エコスラグ（一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）を利用した骨材の品質については、JIS で

規定されており、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることを原則とする。 

なお、骨材は粒度により細骨材（10mm ふるいを全部通り 5mm ふるいを質量で 85%以上通る骨材）と粗

骨材（5mmふるいに質量で 85%以上とどまる骨材）に分類され、試験方法等が異なるため留意が必要であ

る。 

 

表 2.1.3 リサイクル材料による骨材の品質に係る品質規格 

リサイクル材料の名称 骨材の名称 
品質規格の名称 

細骨材 粗骨材 

コンクリート塊 再生骨材 H（高品質） JIS A 5021「コンクリート用再生骨材 H」 

再生骨材 M（中品質） JIS A 5022「再生骨材 Mを用いたコンクリート」 

再生骨材 L（低品質） JIS A 5023「再生骨材 Lを用いたコンクリート」 

高炉スラグ 高炉スラグ骨材 JIS A 5011-1「コンクリート用スラグ骨材-第 1 部：高

炉ｽﾗｸﾞ骨材」 

製鋼スラグ 電気炉酸化スラグ骨材 JIS A 5011-4「コンクリート用スラグ骨材-第 4 部：電

気炉酸化スラグ骨材」 

銅スラグ 銅スラグ骨材 JIS A 5011-3「コンクリー

ト用スラグ骨材-第 3部：銅

スラグ骨材」 

－ 

フェロニッケルスラグ フェロニッケルスラグ

骨材 

JIS A 5011-2「コンクリート用スラグ骨材-第 2 部：フ

ェロニッケルスラグ骨材」 

エコスラグ 溶融スラグ骨材 JIS A 5031「一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰

を溶融固化したコンクリート用溶融スラグ骨材」 
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(2) 混和材 

リサイクル材料による混和材には、用途に見合う所要の品質を満足するコンクリートが得られるもの

を用いることとする。 

（解説） 

混和材は、コンクリートの品質を改善することを主な目的として、コンクリートに混合するセメント・

水・骨材以外の材料の総称である。 

リサイクル材料による混和材の品質に係る品質規格の規定の状況は、表 2.1.4 に示すとおりである。

高炉スラグ微粉末、石炭灰（フライアッシュ）を利用した骨材の品質については、JISで規定されており、

これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることを原則とする。ただし、フライアッシュについて

は、JISに適合しない材料（非 JIS 灰）についても、コンクリートの圧縮強度及び乾燥収縮ひずみ、フレ

ッシュ性状及び硬化性状が JISに適合する材料（JIS灰）を使用したものと同程度の性能を有することを

確認された事例 1があり、コンクリートを利用しようとする用途への利用可能性を十分検討した上で利用

することができる。 

 

表 2.1.4 リサイクル材料による混和材の品質に係る品質規格 

リサイクル材料の名称 混和材の名称 品質規格の名称 

高炉スラグ 高炉スラグ微粉末 JIS A 6206「コンクリート用高炉スラグ微粉末」 

フライアッシュ フライアッシュ JIS A 6201「コンクリート用フライアッシュ」 

 

 

(3) コンクリート 

リサイクル材料をコンクリート用細骨材や粗骨材、あるいは混和材として用いたコンクリートは、

通常のコンクリートと同様に、品質のばらつきが少なく、作業に適するワーカビリティを有するとと

もに、硬化後は所要の強度、耐久性、水密性、ひび割れ抵抗性並びに鋼材を保護する性能などを有す

るものでなければならない。 

（解説） 

コンクリートは構造物の種類、環境条件、部材断面に応じて、所要の品質及び性能を有する必要があ

る。 

港湾コンクリート構造物のうち海水の作用を受けるコンクリートは、凍結融解作用、海水中の塩類の

作用による劣化、水酸化カルシウムの溶脱、鉄筋の腐食による劣化、有害な骨材反応による劣化及び波

浪や漂流固化物の作用による劣化等の有害な作用に対する抵抗性を有する必要がある。 

また、空港舗装のコンクリートは設計基準曲げ強度が 5.0N/mm2 と道路舗装用のものより大きいこと、

更にすり減り抵抗性を有する必要があることに注意する。 

 

 

                                                   
1 非 JIS 石炭灰のｺﾝｸﾘｰﾄ用材料としての有効利用に関する研究(日本建築学会九州支部研究報告、平成 14 年 3 月) 
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2.1.4  適用方法 
(1) コンクリート構造物の設計 

リサイクル材料を用いたコンクリート構造物の設計は、通常のコンクリート構造物と同様に関係す

る基準類に基づいて行うことを標準とする。 

（解説） 

リサイクル材料を港湾・空港等施設のコンクリート用材として用いる場合は、通常のコンクリート構

造物と同様に、港湾の施設の技術上の基準・同解説、空港土木施設構造設計要領等によって設計するこ

とを標準とする。また、以下の設計に関する基準が参考にできる。 

(a) 道路橋示方書・同解説（日本道路協会）平成 24年 3月 

(b) 舗装の構造に関する技術基準・同解説（日本道路協会） 

(c) 鉄道構造物等設計標準・同解説（コンクリート構造物）（鉄道総合技術研究所編） 

(d) 海洋コンクリート構造物設計施工指針（土木学会） 

 

(2) 配合設計 

リサイクル材料を用いたコンクリートの配合設計は、通常のコンクリートと同様の方法によること

を標準とする。 

（解説） 

リサイクル材料を用いたコンクリートの配合は、通常のコンクリートと同様に所要の強度、耐久性、

水密性、ひび割れ抵抗性、鋼材を保護する性能及び作業性に適するワーカビリティをもつ範囲内で、単

位水量をできるだけ少なくするよう定める必要がある。また、通常のコンクリートと同様に所要の品質

（一般に強度、水密性、耐久性及びワーカビリティなど）をもつコンクリートが経済的に得られるよう

定める必要がある。
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2.2  バーチカルドレーン及びサンドマット材 

2.2.1  対象とするリサイクル材料 
バーチカルドレーン及びサンドマット材には、表 2.2.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。

各材料の利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点でバーチカルドレーン及びサンドマット材として利用可能性のある材料は、表 2.2.1 に示す◎

～△評価の材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）があ

る場合、評価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.2.1 バーチカルドレーン及びサンドマット材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

地盤改良工

④ﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ及びｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土
△

(砂質系)

砂質系 02 1 △

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 △

07 1 -

2 -

3
◎

(ｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ)

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ △

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 ○

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2
○

(砂混合)

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.2.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料をバーチカルドレーン及びサンドマット材として用いる場合、「港湾工事共通仕様

書」、「空港土木工事共通仕様書」等に示す品質を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良

く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料をバーチカルドレーン及びサンドマット材として用いる場合、利用場所に応じて「港

湾工事共通仕様書」または「空港土木工事共通仕様書」に示される品質基準を満足するものを利用する

とともに、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示され

る天然の砂や砂利を対象とした方法に準拠して適切に行う必要がある。バーチカルドレーン及びサンド

マット材に利用する材料の品質については、表 2.2.2に示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設

の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」等において規定されているため、これらの規定

に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、ドレーン排水やサンドマット内を通過した雨水等による影響、陸域での

施工においては粉じん等を人が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響が考えられる。

実際に使用する材料の溶出特性を把握した上で、必要であれば排水処理等についても検討し、周辺環境

に対して十分に配慮する必要がある。 

 
表 2.2.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（バーチカルドレーン及びサンドマット材） 

工種 地盤改良工 

用途 バーチカルドレーン及びサンドマット材 

港
湾
工
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

使用する砂は、透水性の良いものでなければならない。また、粒度分布について規定。シルト
含有量は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

砂杭に用いる砂は透水性が良く、しかも粘土粒子による目詰まりが生じないような粒度の良い
もの用いる。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

使用する砂は、透水性の良いものとし、粒度分布について規定。シルト含有量は特記仕様書の
定めによる。 
砂の種類、品質、形状寸法は設計図書の定めによる。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

特になし 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・港湾工事用ｴｺｽﾗｸﾞ利用手引書[(社)日本産業機械工業会、(財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成18年
10月] 
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2.2.3  要求品質及び性能 

バーチカルドレーン及びサンドマット材には、透水性が良い材料を利用することとする。 

（解説） 

一般に、バーチカルドレーン及びサンドマットに用いる砂は透水性がよく、粘土粒子による目詰まり

が生じないようなものが使用される。 

「港湾工事共通仕様書」及び「空港土木工事共通仕様書」において、バーチカルドレーン及びサンド

マット材として使用する砂または砕石について、図 2.2.1 のとおり粒径分布を定めるとともに透水性の

よいものとするとされている。 

一方、リサイクル材料の中には水和反応によって経時的に硬化し透水性が低下していくものもあるた

め、留意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）空港土木工事共通仕様書（平成 29 年 4月） 

図 2.2.1 使用砂の粒径加積曲線の例（空港土木工事共通仕様書） 

 

 

2.2.4  適用方法 

リサイクル材料を用いたバーチカルドレーン及びサンドマットの設計は、粒状材料として、材料の

持つ透水性、水硬性等の性質をよく把握した上で「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される

天然の砂や砂利を対象とした方法に準拠して適切に行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料を用いたバーチカルドレーン及びサンドマットの設計は、粒状材料としてその性質を

よく把握した上で天然の材料との違いに注意しながら「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示され

る天然の砂や砂利を対象とした方法によって行う。ただし、リサイクル材料には性質にばらつきがある

ものも多く、水硬性等のような天然の砂や砂利にはない性質を持つものもあるので、材料の選定に際し

ては改良後の土地利用を考慮するとともに、設計においては実際に利用するリサイクル材料の性質をよ

く把握して、適切な設計定数を用いて設計を行うことが肝要である。 
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2.3  サンドコンパクションパイル材 

2.3.1  対象とするリサイクル材料 
サンドコンパクションパイル材には、表 2.3.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料

の利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点でサンドコンパクションパイル材として利用可能性のある材料は、表 2.3.1 に示す◎～△評価

の材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、

評価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.3.1 サンドコンパクションパイル材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

地盤改良工

⑤ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土
◎

(砂質系)

砂質系 02 1 △

2 △

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 ○

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 △

07 1 -

2 -

3
○＋

(粘性土であれば高置換)

08 1 -

2
◎

(粘性土であれば高置換)

1 -

2
◎

(粘性土であれば高置換)

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○
＋

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 ○
＋

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ ○
＋

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1
△

(砂混合)

ホタテ殻等 2
○

(砂混合)

18 - ３．１８　エコスラグ ○
＋

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品
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2.3.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料をサンドコンパクションパイル材として用いる場合、要求性能に応じた品質を満足

することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料をサンドコンパクションパイル材として用いる場合、砂質土地盤、粘性土地盤によっ

て要求品質及び性能が異なることに留意し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の施設の

技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方法に準拠して適切に行う必要がある。

特に、置換率の低い用途に用いる場合、固化が生じないよう注意が必要である。 

サンドコンパクションパイル材に利用する材料の品質については、表 2.3.2に示す通り、「港湾工事共

通仕様書」、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」等において規定されて

いるため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。なお、破砕しやすい材

料については、締固め後の粒度分布が規定に適合するよう注意が必要である。 

環境に対する影響としては、砂杭からの溶出水による海水や地下水への影響、陸域での施工において

は粉じん等を人が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。実際に使用

する材料の溶出特性を把握した上で周辺環境に対して十分に配慮する必要がある。 

 
表 2.3.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（サンドコンパクションパイル材） 

工種 地盤改良工 

用途 サンドコンパクションパイル材 

港
湾
工
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

使用する砂は、透水性の良いものでなければならない。また、粒度分布について規定。シルト
含有量は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

砂杭の材料としては、透水性が高く、細粒分(75μm未満)の含有量が少なく、粒度分布が良く、
締まりやすく、十分な強度が期待でき、かつ、ケーシングからの排出が容易なものが望ましい。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

砂杭の施工範囲、置換率、締固め度は設計図書の定めによる。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

特になし 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・港湾・空港・海岸等における製鋼ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[（一財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成 27
年2月] 

・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）[(財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平
成29年2月] 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・港湾工事用ｴｺｽﾗｸﾞ利用手引書[(社)日本産業機械工業会、(財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成18年
10月] 
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2.3.3  要求品質及び性能 
(1) 砂質土地盤を対象とする場合 

材料のせん断抵抗角や単位体積重量等の物理・力学的性質についての要請は小さい。 

（解説） 

砂質土を締固めるためのサンドコンパクションパイル工法では、一般的に置換率が低く、杭自体のせん断

強度や重量等の性質は改良地盤にはほとんど影響しない。そのため設計においても材料のせん断抵抗角や単

位体積重量等の物理・力学的性質についての要請は小さく、これらの諸性質は通常設計において考慮され

ない。一方で、粒子破砕する材料は利用に適さない。 

 

(2) 粘性土地盤を対象とする場合 

杭自体のせん断強度や重量等の性質が改良地盤の性質に影響する。 

（解説） 

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」において、サンドコンパクションパイル材は、透水性が高く、

細粒分(75μm未満)の含有量が少なく、粒度分布が良く、締まりやすく、十分な強度が期待でき、かつケ

ーシングからの排出が容易なものが望ましいとされている。 

粘性土地盤の改良を目的としたサンドコンパクションパイル工法では、通常砂地盤の締固めを目的と

した場合よりも置換率が高く、杭自体のせん断強度や重量等の性質が改良地盤の性質に影響する。設計

においても、改良地盤を杭と粘性土地盤との複合地盤として扱うため、材料の単位体積重量やせん断抵

抗角等の物理・力学的性質が改良地盤の性質に影響する。 

具体的には、単位体積重量が大きい方が、安定計算上有利になる場合が多い。また、せん断特性が強

い方が、複合地盤の強度が増すため有利であり、材料の締固め性が良い方が強固な杭を形成しやすい。

ただし、固化が生じる材料については、沈下量が過剰に減少することや周囲の土の強度が向上しにくい

ことから注意が必要である。 

 

2.3.4  適用方法 
リサイクル材料を用いたサンドコンパクションパイル工法の設計は、粒状材料として材料の特性を

よく把握した上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方

法に準拠して行うこととする。 

（解説） 

サンドコンパクションパイル工法には、砂質土地盤の締固めを目的とするものと、粘性土地盤を改良

するためのものがあり、要求品質が異なるため留意が必要である。また、リサイクル材料の選定に際し

ては、水硬性等天然材料に無い性質を有するものもあるため、改良後の土地利用計画にも配慮する必要

がある。 

リサイクル材料を用いたサンドコンパクションパイル工法の設計は、粒状材料として材料の特性をよ

く把握した上で、天然の材料との違いに注意しながら「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示され

る天然の砂や砂利を対象とした方法によって行う。ただし、リサイクル材料には性質にばらつきがある

ものも多く、水硬性等の天然の砂や砂利には無い性質を持つものもあるので、設計においては実際に利

用するリサイクル材料の性質をよく把握しておき、適切な設計定数を用いる必要がある。 
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2.4  深層混合処理固化材 

2.4.1  対象とするリサイクル材料 
深層混合処理固化材には、表 2.4.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検

討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で深層混合処理固化材として利用可能性のある材料は、表 2.4.1 に示す◎～△評価の材料であ

る。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に

括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.4.1 深層混合処理固化材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

地盤改良工

⑥深層混合処理固化材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 -

砂質系 02 1 -

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 -

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 △

3 -

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 ○
＋

非JIS灰 2 ○
＋

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ -

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ -

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品
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2.4.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を深層混合処理固化材として用いる場合、標準材料と同等程度の強度を満足するこ

とを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を深層混合処理固化材として用いる場合、利用場所に応じて「港湾工事共通仕様書」

または「空港土木工事共通仕様書」に示される標準材料と同等の品質を満足するものを利用するととも

に、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法

に準拠して適切に行う必要がある。深層混合処理固化材に利用する材料の品質については、表 2.4.2 に

示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」

等において規定されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、材料によっては改良地盤からの溶出水による海水や地下水への影響、陸

域での施工においては粉じん等を人が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考え

られる。実際に使用する材料の溶出特性を把握した上で周辺環境に対して十分に配慮する必要がある。 

 
表 2.4.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（深層混合処理固化材） 
工種 地盤改良工 

用途 深層混合処理固化材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

固化材の配合は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

硬化材添加量は設計図書の定めによる。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

特になし 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・FGC深層混合処理工法技術ﾏﾆｭｱﾙ-ﾌﾗｲｱｯｼｭを用いた軟弱地盤改良工法-[(財)沿岸技術研究ｾﾝﾀ
ｰ、平成14年12月] 

・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）[(財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平
成29年2月] 
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2.4.3  要求品質及び性能 
設計上必要な強度を満足する材料を用いることとする。 

（解説） 

深層混合処理に用いる安定処理材は一般にセメントやセメント系固化材が用いられる。これらの標準

材料を用いる場合に準じ、設計上必要な強度を満足する材料を用いる必要がある。 

「港湾工事共通仕様書」及び「空港土木工事共通仕様書」において、工事に利用するセメントについ

ては、以下の規格に適合するものとされている。 

 

・JIS R 5210 「ポルトランドセメント」 

・JIS R 5211 「高炉セメント」 

・JIS R 5212 「シリカセメント」 

・JIS R 5213 「フライアッシュセメント」 

・JIS R 5214 「エコセメント」 

 

 

2.4.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた深層混合処理工法の設計は、材料及び対象地盤の特性をよく把握した上で

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法に準拠して行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料を用いた深層混合処理工法の設計は、材料及び対象地盤の特性をよく把握した上で、

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法によって行う。 

JIS に適合する高炉セメント、フライアッシュセメント、エコセメントについては、配合試験で所定の

設計基準強度を満足すれば用いることができる。また、セメントにフライアッシュと石膏を適当な配合

比率で加えて安定材とし、低強度においても改良強度に変動の少ない、経済的な固結工法をねらった

FGC-DM 工法が提案されている。 

また、深層混合処理工法の適用に当たっては、以下のマニュアル類を参考とすることができる。 

・港湾・空港における深層混合処理工法技術マニュアル（平成 26年 10月、（一財）沿岸技術研究セ

ンター） 

・陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル（平成 16 年 3 月、（財）土木研究セン

ター） 

・FGC深層混合処理工法技術マニュアル-フライアッシュを用いた軟弱地盤改良工法-（平成 14年 12

月、（財）沿岸開発技術研究センター） 
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2.5  捨石 

2.5.1  対象とするリサイクル材料 
捨石には、表 2.5.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たっては、

第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で捨石として利用可能性のある材料は、表 2.5.1 に示す◎～△評価の材料である。なお、利用

に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示し

ている。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.5.1 捨石へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

基礎工

⑦捨石

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 △

砂質系 02 1 -

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3 -

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 ○
＋

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ -

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.5.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を捨石として用いる場合、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「港湾工事共通仕

様書」等に示す品質を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用

することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を捨石として用いる場合、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「港湾工事共通仕様

書」等に示される品質基準を満足するものを利用するとともに、リサイクル材料の性質を良く把握した

上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法に準拠して適切に行う必要がある。捨石に

利用する材料の品質については、表 2.5.2 に示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の

基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」等において規定されているため、これらの規定に適合する

リサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、材料によっては有害物質の溶出や pH上昇等の可能性が考えられる。実際

に使用する材料について、その特性を把握しておくことが重要である。 

 
表 2.5.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（捨石） 

工種 基礎工 

用途 捨石 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

工事に使用する石は、以下の規格に適合しなければならない。 
・JIS A 5006 割ぐり石 
（割ぐり石の原石には鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を含む。ただし、軟石は使用してはな
らない。） 
偏平細長でなく、風化凍壊のおそれのないものでなければならない。 
比重及び規格等は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

基礎捨石に用いる石材は、偏平や細長でなく、堅硬、ち密で耐久性があり、風化や凍結融解の
おそれのないものとするべきである。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

割ぐり石は、以下の規格に適合するものとする。 
・JIS A 5006 割ぐり石 
雑石(粗石)は天然石または破砕石とし、うすっぺらなもの及び細長いものであってはならな
い。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

港湾の施設の技術上の基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

鉄鋼ｽﾗｸﾞ水和固化体技術ﾏﾆｭｱﾙ(改訂版)[(財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成20年2月] 
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2.5.3  要求品質及び性能 
構造物の基礎捨石には、寸法の大きさやせん断強さ、長期的な耐久性が要求される。 

（解説） 

構造物の基礎捨石は、波力の影響に対して安定している必要があるため、寸法の大きさやせん断強さ

が要求される。また、長期的な耐久性も必要となる。 

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」において、基礎捨石に用いる石材については、偏平や細長で

なく、堅硬、ち密で、耐久性があり、風化や凍結融解のおそれのないものとするべきとされている。ま

た、使用石材の決定に当たっては、試験を行い、十分に材質を把握した上で、入手の難易、運搬能力、

価格等を考慮すべきとされている。 

「港湾工事共通仕様書」において、工事に利用する石については、JIS A 5006「割ぐり石」に適合す

るものとされ、JISに規定する割ぐり石の原石には鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を含むものとされて

いる。 

 

 

2.5.4  適用方法 
捨石にリサイクル材料を用いる場合の設計は、その特性をよく把握した上で行うこととする。 

（解説） 

捨石にリサイクル材料を用いる場合の設計は、材料の特性をよく把握した上で、天然の材料との違い

に注意しながら行う。リサイクル材料には品質にばらつきがあるものも多く、膨張性や水硬性等のよう

な、天然の石にはない性質を持つものもあるので、設計においては、実際に利用するリサイクル材料の

性質をよく把握し、適切な設計定数を用いて設計を行う必要がある。 
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2.6  中詰材 

2.6.1  対象とするリサイクル材料 
中詰材には、表 2.6.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たって

は、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で中詰材として利用可能性のある材料は、表 2.6.1 に示す◎～△評価の材料である。なお、利

用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示

している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.6.1 中詰材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

本体工

⑧中詰材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土
◎

(砂質系)

砂質系 02 1 ◎

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 ×

07 1 -

2 -

3 △

08 1 -

2
△

(安定化材)

1 -

2 -

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 △

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ △

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ ◎

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ◎

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ ◎

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2
△

(砂混合)

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.6.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を中詰材として用いる場合、「港湾工事共通仕様書」等に示す品質を満足することを

確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を中詰材として利用できる構造物としては、ケーソン、セル、二重矢板等がある。リ

サイクル材料を中詰材に利用する場合は、「港湾工事共通仕様書」に示される品質基準を満足するものを

利用するとともに、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」

に示される天然の砂や砂利を対象とした方法に準拠して適切に行う必要がある。中詰材に利用する材料

の品質については、表 2.6.2に示す通り、「港湾工事共通仕様書」等において規定されているため、これ

らの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、材料投入時の余水による影響や、セル及び二重矢板式構造物に用いた場

合には矢板の継ぎ目部からの溶出等も考えられる。一方、リサイクル材料の中には溶出水の pHが高いも

のがある。また、それ以外のものについても、実際に使用する材料について、その溶出特性を把握して

おくことが重要である。 

 
表 2.6.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（中詰材） 

工種 本体工 

用途 中詰材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 
 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

港湾の施設の技術上の基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
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2.6.3  要求品質及び性能 
(1) 共通事項 

港湾工事に利用する中詰砂については、「港湾工事共通仕様書」における品質管理基準により品質管

理を行うこととする。 

（解説） 

港湾工事に利用する中詰砂については、「港湾工事共通仕様書」において、品質管理基準として、種類、

外観、最大粒径、単位体積重量について観察により管理を行うこととされている。 

 

(2) ケーソン中詰材 

ケーソンは重力式構造物であるため、重量の大きなリサイクル材料の利用が有利となる場合が多い。 

（解説） 

ケーソンは重力式構造物であるため、重量の大きなリサイクル材料を用いた方が、経済的な設計断面

を得ることができる場合が多い。ただし、重量が大きい分、内部土圧が大きくなることに留意が必要で

ある。 

 

(3) セル、二重矢板式構造物の中詰材 

重量及びせん断抵抗角の大きなリサイクル材料の利用が有利となる場合が多い。 

（解説） 

重量の大きなリサイクル材料を用いた方が、せん断変形に対する安定性や重力式壁体としての安定性

が高くなり有利となる場合が多い。ただし、中詰重量が大きい分セルや矢板の張力は大きくなることに

留意が必要である。 

また、せん断抵抗角の大きな材料を用いた場合にも、せん断変形に対する抵抗モーメントを高めるこ

とになり、経済的な設計断面を得ることができる場合が多い。 

 

 

2.6.4  適用方法 
中詰材にリサイクル材料を用いた構造物の設計は、リサイクル材料を粒状材料として、その特性を

よく把握した上で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方

法に準拠して行うこととする。 

（解説） 

中詰材にリサイクル材料を用いた構造物の設計は、材料の特性をよく把握した上で、天然の材料との

違いに注意しながら「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方

法によって行う。ただし、リサイクル材料には品質にばらつきがあるものも多く、膨張性や水硬性等の

ような、天然の砂や砂利にはない性質を持つものもあるので、設計においては、実際に利用するリサイ

クル材料の性質をよく把握し、適切な設計定数を用いて設計を行う必要がある。固化する材料の場合に

は固化がケーソンに悪影響を及ぼさないか注意が必要である。固化に伴い膨張する材料の場合には、特

に注意が必要である。 
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2.7  被覆石、根固・消波ブロック 

2.7.1  対象とするリサイクル材料 
被覆石、根固・消波ブロックには、表 2.7.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の

利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で被覆石、根固・消波ブロックとして利用可能性のある材料は、表 2.7.1 に示す◎～△評価の

材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評

価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.7.1 被覆石、根固・消波ブロックへのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

被覆・根固工、消波工

⑨被覆石、根固・消波ﾌﾞﾛｯｸ

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 -

砂質系 02 1 -

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊
△

(被覆・根固工)

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3 -

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 ◎

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 ○
＋

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 ○

石炭灰造粒物 2 -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ ○
＋

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2
△

（砂混合）

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）
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産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材
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体

鉄
鋼

ス
ラ
グ
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高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ
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土工用水砕ｽﾗｸﾞ
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鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
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品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
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グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.7.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を被覆石、根固・消波ブロックとして用いる場合、「港湾の施設の技術上の基準・同

解説」、「港湾工事共通仕様書」等に示す品質を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く

把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を被覆石、根固・消波ブロックとして用いる場合、「港湾工事共通仕様書」に示される

品質基準を満足するものを利用するとともに、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の施設

の技術上の基準・同解説」に示される方法に準拠して適切に行う必要がある。被覆石、根固・消波ブロ

ックに利用する材料の品質については、表 2.7.2に示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「空港土木工事共

通仕様書」等において規定されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原

則となる。 

環境に対する影響としては、材料によっては有害物質の溶出や pH上昇等の可能性が考えられる。実際

に使用する材料について、その特性を把握しておくことが重要である。 

 
表 2.7.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（被覆石、根固・消波ブロック） 

工種 被覆・根固工、消波工 

用途 被覆石、根固・消波ブロック 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

工事に使用する石は、以下の規格に適合しなければならない。 
・JIS A 5006 割ぐり石 
（割ぐり石の原石には鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を含む。ただし、軟石は使用してはな
らない。） 
偏平細長でなく、風化凍壊のおそれのないものでなければならない。 
比重及び規格等は設計図書で定める。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

割ぐり石は、以下の規格に適合するものとする。 
・JIS A 5006 割ぐり石 
雑石(粗石)は天然石または破砕石とし、うすっぺらなもの及び細長いものであってはならな
い。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

港湾の施設の技術上の基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

鉄鋼ｽﾗｸﾞ水和固化体技術ﾏﾆｭｱﾙ(改訂版)[(財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成20年2月] 
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2.7.3  要求品質及び性能 
被覆石、根固・消波ブロックは、寸法の大きさやせん断強さ、長期的な耐久性が要求される。 

（解説） 

構造物の被覆石、根固・消波ブロックは、波力の影響に対して安定している必要があるため、寸法の

大きさやせん断強さが要求される。また、長期的な耐久性も必要となる。 

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」において、基礎捨石に用いる石材について、偏平や細長でな

く、堅硬、ち密で、耐久性があり、風化や凍結融解のおそれのないものとするべきとされている。また、

使用石材の決定に当たっては、試験を行い、十分に材質を把握した上で、入手の難易、運搬能力、価格

等を考慮すべきとされている。 

「港湾工事共通仕様書」において、工事に利用する石については、JIS A 5006「割ぐり石」に適合す

るものとされ、JISに規定する割ぐり石の原石には鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を含むものとされて

いる。 

 

 

2.7.4  適用方法 
被覆石、根固・消波ブロックにリサイクル材料を用いる場合の設計は、その特性をよく把握した上

で、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法に準拠して行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料を被覆石、根固・消波ブロックに用いた構造物の設計は、材料の特性をよく把握した

上で、天然の材料との違いに注意しながら「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法によ

って行う。ただし、リサイクル材料には品質にばらつきがあるものも多く、膨張性や水硬性等のような、

天然の砂にはない性質を持つものもあるので、設計においては、実際に利用するリサイクル材料の性質

をよく把握し、適切な設計定数を用いて設計を行う必要がある。 
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2.8  裏込材 

2.8.1  対象とするリサイクル材料 
裏込材には、表 2.8.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たって

は、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で裏込材として利用可能性のある材料は、表 2.8.1 に示す◎～△評価の材料である。なお、利

用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示

している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.8.1 裏込材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

裏込・裏埋工

⑩裏込材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土
◎

(砂質系)

砂質系 02 1 ◎

2
◎

(改良土)

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3 ◎

08 1 -

2 △

1 -

2 -

10 1 ○
＋

2 -

3 △

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 ◎

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 ◎

石炭灰造粒物 2 △

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ △

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2
△

(砂混合)

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 △

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09
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浚渫土改質材
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2.8.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を裏込材として用いる場合、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」等に示す品質を

満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を裏込材として利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「港湾の

施設の技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方法に準拠して適切に行う必要

がある。裏込材に利用する材料の品質については、表 2.8.2に示す通り、「港湾の施設の技術上の基準・

同解説」等において規定されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則

となる。 

環境に対する影響としては、矢板の継ぎ目部等から浸み出した溶出水による海水への影響や、埋立地

内への溶出等が考えられる。リサイクル材料には溶出水の pHが高いものがあるので注意する必要がある。

また、浚渫土砂やフライアッシュのようにセメント系の改良材を用いて安定処理したものについては、

リサイクル材料や改良材の種類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合によって

は環境基準を超えた六価クロムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 

 
表 2.8.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（裏込材） 

工種 裏込・裏埋工 

用途 裏込材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

せん断抵抗角及び単位体積重量等の材料特性を考慮して選定する。一般には割石、切込砂利、
玉石、鉄鋼スラグ等が用いられる。土丹、砂岩及び鉄鋼スラグは、材質のばらつきが大きいの
で、使用に当たっては慎重に調査をしなければならない。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

港湾の施設の技術上の基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・通達「発生土利用基準について」[国官技第341号、国官総第669号、平成18年8月] 
・建設発生土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ第4版[土木研究所、平成25年12月] 
・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・転炉系製鋼ｽﾗｸﾞ海域利用の手引き[(社)日本鉄鋼連盟、平成20年9月] 
・ﾌﾗｲｱｯｼｭを護岸の裏込めに利用するための手引書(案)((財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成8年3月) 
・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）((財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成
29年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・破砕瓦の利活用技術資料[国土交通省中部地方整備局、平成29年3月] 
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2.8.3  要求品質及び性能 
粒状材料の場合、単位体積重量が小さく、せん断抵抗角の大きな材料の利用が有利となる場合が多

い。 

（解説） 

粒状材料を裏込材として利用する場合、単位体積重量は小さい方が安定計算上有利となる。また、せ

ん断抵抗角や粘着力が大きいなど、せん断抵抗が大きいほうが、土圧が軽減され有利となる。 

「港湾の施設の技術上の基準・同解説」において、裏込材は、せん断抵抗角及び単位体積重量等の材

料特性を考慮して選定するものとされている。また、一般に裏込材には割石（JIS A 5006 における割ぐ

り石に相当する性能を有するもの）、切込砂利(選別されていない砂利で、砂と砂利が半々ぐらいに混じ

っているもの)、玉石、鉄鋼スラグ等が用いられるとされている。 

通達「発生土利用基準について」において、土木構造物への裏込めに利用する建設発生土のコーン指

数及び土質材料の工学的分類について適用用途標準が規定されており、目安とすることができる。 

 

 

2.8.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた裏込めの設計は、材料の特性をよく把握した上で、粒状材料または安定処

理土として「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法にて行うこととする。 

（解説） 

鉄鋼スラグ等の粒状材料を用いた裏込めの設計は、天然の材料との違いに注意しながら「港湾の施設

の技術上の基準・同解説」に示される天然の砂や砂利を対象とした方法によって行う。また、利用手引

書が刊行されているものについては、手引書内に示されている値を設計値として用いることができる。

ただし、これらの材料の性質にはばらつきがあり、水硬性等のような天然の砂や砂利には見られない性

質を持つものもあるので、設計においては、実際に使用するリサイクル材料について、事前に試験等を

行って、性質をよく把握しておき、適切な設計定数を用いて設計を行うことが望ましい。 

一方、浚渫土砂及びフライアッシュは、安定処理した後の利用となり、性状も粒状材料とは全く異な

るため、天然の砂や砂利を対象とした標準的な方法では設計できない。これらの材料については、それ

ぞれの設計手法に基づいて設計を行うことになる。浚渫土砂については、（財）沿岸開発技術研究センタ

ーから「事前混合処理工法技術マニュアル」、「港湾・空港における軽量混合処理土工法技術マニュアル」

及び「管中混合固化処理工法技術マニュアル」が刊行されている。従って、設計に際しては、それぞれ

についての技術マニュアル等を、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」の補足資料として用いることが

できる。 
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2.9  裏埋材 

2.9.1  対象とするリサイクル材料 
裏埋材には、表 2.9.1 に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たって

は、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で裏埋材として利用可能性のある材料は、表 2.9.1 に示す◎～△評価の材料である。なお、利

用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示

している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.9.1 裏埋材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

裏込・裏埋工

⑪裏埋材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 ◎

砂質系 02 1 ◎

2
◎

(改良土)

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3 ◎

08 1 -

2 ○
＋

1 -

2 -

10 1 ○
＋

2 -

3 △

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 ○
＋

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 ◎

石炭灰造粒物 2 ○
＋

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2
△

(砂混合)

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦
○

＋

（陸上施工）

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.9.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を裏埋材として用いる場合、要求性能に応じた品質を満足することを確認し、リサ

イクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を裏埋材として利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、要求性

能に応じた品質を満足できるよう適切に行う必要がある。裏埋材に利用する材料の品質については、表 

2.9.2に示す通り、参考となる手引き・マニュアル類が発刊されている。 

環境に対する影響としては、矢板の継ぎ目部等から浸み出した溶出水による海水への影響や、埋立地

内への溶出等が考えられる。リサイクル材料には溶出水の pHが高いものがあるので注意する必要がある。

また、浚渫土砂やフライアッシュのようにセメント系の改良材を用いて安定処理したものについては、

リサイクル材料や改良材の種類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合によって

は環境基準を超えた六価クロムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 

 
表 2.9.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（裏埋材） 

工種 裏込・裏埋工 

用途 裏埋材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

港湾の施設の技術上の基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・港湾・空港・海岸等におけるｶﾙｼｱ改質土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ((一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成 29
年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・破砕瓦の利活用技術資料[国土交通省中部地方整備局、平成29年3月] 
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2.9.3  要求品質及び性能 
通達「発生土利用基準について」における適用用途標準を目安とすることができる。 

（解説） 

通達「発生土利用基準について」において、土木構造物への裏込めに利用する建設発生土のコーン指

数及び土質材料の工学的分類について適用用途標準が規定されており、目安とすることができる。 

 
 
2.9.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた裏埋めの設計は、材料の特性をよく把握した上で行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料を裏埋めに利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、要求性能に

応じた品質を満足できるよう設計を行う必要がある。 
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2.10  盛土材、覆土材、載荷盛土材 

2.10.1  対象とするリサイクル材料 
盛土材、覆土材、載荷盛土材には、表 2.10.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の

利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で盛土材、覆土材、載荷盛土材として利用可能性のある材料は、表 2.10.1 に示す◎～△評価の

材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評

価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.10.1 盛土材、覆土材、載荷盛土材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

土工

⑫盛土材、覆土材、
載荷盛土材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 ◎

砂質系 02 1 ◎

2
◎

(改良土)

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 △

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 △

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 △

07 1 -

2 -

3
◎

（盛土材、覆土材）

08 1 -

2 ○
＋

1 -

2 -

10 1 △

2 -

3 △

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 ◎

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ◎

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 △

石炭灰造粒物 2 ◎

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 △

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.10.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を盛土材、覆土材、載荷盛土材として用いる場合、用途毎の要求性能に応じた品質

を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を盛土材、覆土材、載荷盛土材に利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握

した上で、各用途での要求品質を満足することを確認して利用する必要がある。盛土材、覆土材、載荷

盛土材に利用する材料の品質については、表 2.10.2 に示す通り、「空港土木工事共通仕様書」、「空港土

木施設構造設計要領及び設計例」等において規定されているため、これらの規定に適合するリサイクル

材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、リサイクル材料の粒子間を通過した雨水排水による影響、粉じん等を人

が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。本節で扱うリサイクル材料

の中には、溶出水が高い pH を示すものがある。また、フライアッシュを用いて地盤を安定処理した場合、

処理土の溶出挙動は種々な因子によって複雑に変化する。さらに、安定処理にセメント等を用いた場合

には、リサイクル材料や改良材の種類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合に

よっては環境基準を超えた六価クロムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 

 
表 2.10.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（盛土材、覆土材、載荷盛土材） 

工種 土工 

用途 盛土材、覆土材、載荷盛土材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

空港土工における流用土以外の盛土材について、粒径、塑性指数(PI)、修正CBRを規定。流用
盛土材の品質は設計図書の定めによる。 
載荷盛土材の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

切土による発生材料または土取場からの搬入材料を盛土材として利用する場合は、盛土材料と
しての性質を調査し、適用性を十分検討する必要がある。 
良質な盛土材料とは、敷均し、締固めの施工が容易で、締固め後のせん断強度が大きく、圧縮
性が少なく、雨水などの浸食に対して強いとともに、吸水による膨張性の低い材料である。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・通達「発生土利用基準について」[国官技第341号、国官総第669号、平成18年8月] 
・建設発生土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ第4版[土木研究所、平成25年12月] 
・通達「建設汚泥処理土利用技術基準について」(国官技第50号、国官総第137号、国営計第
41号、平成18年6月) 

・建設汚泥再生利用ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成20年12月) 
・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・港湾・空港・海岸等における製鋼ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ（(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年
2月） 

・転炉系製鋼ｽﾗｸﾞ海域利用の手引き[(社)日本鉄鋼連盟、平成20年9月] 
・ﾌﾗｲｱｯｼｭを軟弱地盤の表層処理に利用するための手引書(案)((財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成7
年3月) 

・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）((財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成
29年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・破砕瓦の利活用技術資料[国土交通省中部地方整備局、平成29年3月] 
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2.10.3  要求品質及び性能 
通達「発生土利用基準について」における適用用途標準を目安とすることができる。 

空港土工の盛土材については「空港土木工事共通仕様書」に規定された品質を満足することとする。 

（解説） 

通達「発生土利用基準について」において、道路用盛土、河川築堤、土地造成、空港盛土等に利用す

る建設発生土のコーン指数及び土質材料の工学的分類について適用用途標準が規定されており、目安と

することができる。 

空港土工における流用土以外の盛土材については、「空港土木工事共通仕様書」において粒径、塑性指

数(PI)、修正 CBR が規定されているため、これらを満足する必要がある。その他用途への利用に当たっ

ては、各用途に要求される品質を満足する必要がある。 

 

2.10.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた盛土、覆土、載荷盛土の設計は、材料の特性をよく把握した上で、跡地利

用や施工性についても考慮し、関連マニュアル、指針等に準拠して行うこととする。 

（解説） 

盛土、覆土及び載荷盛土の設計を行うに際しては、跡地利用計画や施工時のトラフィカビリティの確

保、盛土時の安定等を考慮して、適切に行う必要がある。設計方法は「港湾の施設の技術上の基準・同

解説」や、その他関連基準によることとする。 

リサイクル材料の利用にあたっては、現在までに様々な検討がなされてきており、その成果がマニュ

アル、指針等で示されている。表 2.10.3に各材料の主なマニュアル、指針等を示す。 

 

表 2.10.3 各材料の主なマニュアル、指針等 

ﾘｻｲｸﾙ材料 名  称 刊行者 

建設発生土 建設発生土利用技術マニュアル （財）土木研究センター 

発生土利用促進のための改良工法マニュアル （財）土木研究センター 

セメント系固化材による地盤改良マニュアル （社）セメント協会 

浚渫土砂 管中混合固化処理工法技術マニュアル （財）沿岸技術研究センター 

事前混合処理工法技術マニュアル （財）沿岸技術研究センター 

港湾･空港における軽量混合処理土工法技術マ

ニュアル 

 

（財）沿岸技術研究センター 

建設汚泥 建設汚泥リサイクル指針 （財）先端建設技術センター 

フライアッシュ フライアッシュを軟弱地盤の表層処理に利用する

ための手引き書（案） 

（財）沿岸開発技術研究センター 

高炉水砕スラグ 港湾・空港における水砕スラグ利用技術マニュアル （財）沿岸技術研究センター 

製鋼スラグ 港湾・空港・海岸等における製鋼スラグ利用技術マ

ニュアル 

（一財）沿岸技術研究センター 
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2.11  埋立材 

2.11.1  対象とするリサイクル材料 
埋立材には、表 2.11.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たって

は、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で埋立材として利用可能性のある材料は、表 2.11.1に示す◎～△評価の材料である。なお、利

用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示

している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.11.1 埋立材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

土工

⑬埋立材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 ◎

砂質系 02 1 ◎

2 ◎

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 -

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 △

07 1 -

2 -

3 ○
＋

08 1 -

2 △

1 -

2 -

10 1 ○
＋

2 -

3 ○
＋

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 △

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○
＋

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 △

石炭灰造粒物 2 △

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ -

19 - ３．１９　破砕瓦 △

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.11.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を埋立材として用いる場合、要求性能に応じた品質を満足することを確認し、リサ

イクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を埋立材に利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、要求品質を

満足することを確認して利用する必要がある。埋立材に利用する材料の品質については、表 2.11.2に示

す通り、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木施設構造設計要領及び設計例」等において規

定されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、矢板の継ぎ目部等から浸み出した溶出水による海水への影響や埋立地内

への溶出、粉じん等を人が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。リ

サイクル材料には溶出水の pHが高いものがあるので注意する必要がある。また、浚渫土砂やフライアッ

シュのようにセメント系の改良材を用いて安定処理したものについては、リサイクル材料や改良材の種

類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合によっては環境基準を超えた六価クロ

ムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 

 
表 2.11.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（埋立材） 

工種 土工 

用途 埋立材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

廃棄物を埋立材として処分する場合、廃棄物の処理に関する主な法令として、廃棄物の処理及
び清掃に関する法律と海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律があり、その規定等に従わな
ければならない。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

埋立材は、埋立後安定した地盤となり、所要の強度を有する必要があるため、使用する埋立材
の土質性状を事前に十分調査し、適用性を検討する必要がある。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・通達「発生土利用基準について」[国官技第341号、国官総第669号、平成18年8月] 
・建設発生土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ第4版[土木研究所、平成25年12月] 
・通達「建設汚泥処理土利用技術基準について」(国官技第50号、国官総第137号、国営計第
41号、平成18年6月) 

・建設汚泥再生利用ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成20年12月) 
・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・港湾・空港・海岸等におけるｶﾙｼｱ改質土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ((一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成 29
年2月) 

・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）((財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成
29年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・破砕瓦の利活用技術資料[国土交通省中部地方整備局、平成29年3月] 
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2.11.3  要求品質及び性能 
通達「発生土利用基準について」における適用用途標準を目安とすることができる。 

（解説） 

水面から土砂を投入して埋立を行い、土地を造成する行為を水面埋立という。埋立後の地盤改良が可能

であるため、基本的には利用する材料に強度は要求されない。 

通達「発生土利用基準について」において、水面埋立に利用する建設発生土のコーン指数及び土質材

料の工学的分類について適用用途標準が規定されており、目安とすることができる。 

 

 

2.11.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた埋立の設計は、材料の特性をよく把握した上で、跡地利用や施工性につい

ても考慮し、関連マニュアル、指針等に準拠して行うこととする。 

（解説） 

埋立の設計を行うに際しては、跡地利用計画や施工時のトラフィカビリティの確保等を考慮して、適

切に行う必要がある。設計方法は「港湾の施設の技術上の基準・同解説」や、その他関連基準によるこ

ととする。 

水中に土砂を投入する場合、水中での締固めは不可能であるため、盛土が水面上に出た後で地盤対策を

行うことになる。水中部分については圧密促進工法を採用するか、セメント系や石灰系等の改良材による

安定処理を行う等の対策が必要となる場合もある。造成終了後の利用目的が明確な場合、その用途に応じ

て沈下の許容量を明確にすることで埋立に用いる材料が決定される。 
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2.12  路床盛土材 

2.12.1  対象とするリサイクル材料 
路床盛土材には、表 2.12.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当た

っては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で路床盛土材として利用可能性のある材料は、表 2.12.1に示す◎～△評価の材料である。なお、

利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで

示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.12.1 路床盛土材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

舗装工

⑭路床盛土材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 ◎

砂質系 02 1 △

2
◎

(改良土)

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 △

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 ○

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 ◎

07 1 -

2 -

3 ◎

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 ○
＋

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○
＋

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 ◎

石炭灰造粒物 2 △

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1 -

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ △

19 - ３．１９　破砕瓦 ○

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.12.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を路床盛土材として用いる場合、要求性能に応じた品質を満足することを確認し、

リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を路床盛土材として利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、各

用途での要求品質を満足することを確認して利用する必要がある。路床盛土材に利用する材料の品質に

ついては、表 2.12.2 に示す通り、「空港土木工事共通仕様書」等において規定されているため、これら

の規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、リサイクル材料の粒子間を通過した雨水排水による影響、粉じん等を人

が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。本節で扱うリサイクル材料

の中には、溶出水が高い pH を示すものがある。また、フライアッシュを用いて地盤を安定処理した場合、

処理土の溶出挙動は種々な因子によって複雑に変化する。さらに、安定処理にセメント等を用いた場合

には、リサイクル材料や改良材の種類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合に

よっては環境基準を超えた六価クロムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 

 
表 2.12.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（路床盛土材） 

工種 舗装工 

用途 路床盛土材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

材料の種類、品質及び形状寸法は設計図書の定めによる。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

空港土工における流用土以外の盛土材について、粒径、塑性指数(PI)、修正CBRを規定。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

舗装の構造に関する技術基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・通達「発生土利用基準について」[国官技第341号、国官総第669号、平成18年8月] 
・建設発生土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ第4版[土木研究所、平成25年12月] 
・通達「建設汚泥処理土利用技術基準について」(国官技第50号、国官総第137号、国営計第
41号、平成18年6月) 

・建設汚泥再生利用ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成20年12月) 
・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・ﾌﾗｲｱｯｼｭを路盤・路床に利用するための手引書(案)((財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成7年3月) 
・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）((財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成
29年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・道路用溶融ｽﾗｸﾞ品質管理及び設計施工ﾏﾆｭｱﾙ（改訂版）（(一社)日本産業機械工業会 ｴｺｽﾗ
ｸﾞ利用普及委員会、平成29年3月） 
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2.12.3  要求品質及び性能 
通達「発生土利用基準について」における適用用途標準を目安とすることができる。 

（解説） 

路床の主な役割は、その上部の舗装と一体となって交通荷重を支持することであり、そのために路床

に使用する材料は十分な強度と支持力を持ち、変形量が少なく、また、水が浸透しても膨潤や強度低下

を起こしにくいことが必要である。 

通達「発生土利用基準について」において、道路用盛土（路床）に利用する建設発生土のコーン指数

及び土質材料の工学的分類について適用用途標準が規定されており、目安とすることができる。 

 

 

2.12.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた路床盛土の設計は、材料の特性をよく把握した上で、跡地利用計画や施工

性についても考慮し、関連マニュアル、指針等に準拠して行うこととする。 

（解説） 

路床盛土の設計を行うに際しては、跡地利用計画や施工時のトラフィカビリティの確保、盛土時の安

定等を考慮して、適切に行う必要がある。設計方法は「港湾の施設の技術上の基準・同解説」や、その

他関連基準によることとする。 
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2.13  路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材 

2.13.1  対象とするリサイクル材料 
路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材には、表 2.13.1に示すリサイクル材料の

利用可能性がある。各材料の利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材として利用可能性のある材料は、

表 2.13.1に示す◎～△評価の材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良

の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.13.1 路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

⑮路盤材
⑯As舗装骨材、

Ａｓフィラー材

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 - -

砂質系 02 1 - -

2 - -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 ◎
◎

（As舗装骨材）

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 ◎ ×

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 - -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 △ -

07 1 - -

2 - -

3 - -

08 1 - -

2
◎

(未舗装道路)
-

1 ◎
◎

（As舗装骨材）

2 - -

10 1 - -

2 - -

3 - -

4 - -

JIS灰 11 1 -
◎

（Asフィラー材）

非JIS灰 2 ○
＋ -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ ○ -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 ◎ -

石炭灰造粒物 2 - -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -
○

＋

（As舗装骨材）

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋ ○

＋

（As舗装骨材）

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ - -

貝
殻

カキ殻等 17 1 - -

ホタテ殻等 2 △
○

(As舗装骨材、石粉混合)

18 - ３．１８　エコスラグ ◎
◎

（As舗装骨材）

19 - ３．１９　破砕瓦 ○
△

（As舗装骨材）

舗装工

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09

水硬性ｽﾗｸﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝ材

ｺﾝｸﾘｰﾄ用電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材

建
設

副
産
物

浚渫土砂

粘性土系
（浚渫土改質材による改良土を含む）

アスファルトコンクリート塊

産
業

副
産
物

破砕瓦

鉄
鋼

ス
ラ
グ
二
次
製

品

鉄鋼ｽﾗｸﾞ
水和固化体

生物共生材

固
化

体

鉄
鋼

ス
ラ
グ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
高炉ｽﾗｸﾞ骨材高

炉

ス
ラ
グ

高炉スラグ微粉末

土工用水砕ｽﾗｸﾞ

土工用・地盤改良用製鋼ｽﾗｸﾞ

鉄
鋼

ス
ラ
グ

混
合

製
品

石
炭

灰

ﾌﾗｲｱｯｼｭ

二
次

製
品

非
鉄
ス
ラ
グ

エコスラグ
　(一般廃棄物及び下水汚泥溶融スラグ）

製
鋼

ス
ラ

グ

道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ

鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体

そ
の

他

浚渫土改質材
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2.13.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材として用いる場合、「舗

装再生便覧」、JIS 等に示す品質を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で

適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材として利用する場合は、

リサイクル材料の性質を良く把握した上で、「舗装再生便覧」、JIS等に示す要求品質を満足することを確

認して利用する必要がある。路盤材、アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材に利用する材料

の品質については、表 2.13.2、表 2.13.3に示す通り、「港湾工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の

基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」、「空港舗装設計要領及び設計例」等において規定されてい

るため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、リサイクル材料の粒子間を通過した雨水排水による影響、粉じん等を人

が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。本節で扱うリサイクル材料

の中には、溶出水が高い pHを示すものがある。また、有害物質の溶出等についても関連する基準類を満

足することを確認する必要がある。 
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表 2.13.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（路盤材） 
工種 舗装工 

用途 路盤材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

下層・上層路盤材の種類及び品質は設計図書で定める。最大粒径は設計図書に定めのない場合、
下層路盤材は50㎜以下、上層路盤材は40㎜以下とすることができる。 
砕石及び切込砕石は、JIS A 5001道路用砕石に適合しなければならない。 
鉄鋼スラグはJIS A 5015道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞに適合しなければならない。 
上層路盤材の粒度調整路盤材の粒度分布について規定。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

路盤材料は、所要の支持力が得られるものであって、締固めの容易さ及び耐久性を考慮して選
定する。通常、粒状材料（砕石、鉄鋼スラグ、切込砂利、山砂利、切込砕石、砕石ダスト、砂
等）、セメント安定処理材、瀝青安定処理材等が用いられる。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

下層路盤に使用する材料は、砕石、砂利、砂、鉄鋼スラグ、その他監督職員の承諾を得た材料
又はそれらの混合物で、粘土塊、有機物、ごみ等の有害物を含んでいてはならない。再生路盤
材に関する品質及び使用方法は「舗装再生便覧」による。最大粒径は設計図書に定めのない場
合は50㎜。また、塑性指数(PI)、修正CBRを規定。 
上層路盤（粒度調整路盤）に使用する材料は、堅固で耐久的な砕石等に、砂、その他の適当な
材料を混合したもの又は鉄鋼スラグとし、規定の品質及び粒度をもち、粘土塊、有機物、ごみ、
その他の有害物を含んでいてはならない。 
再生クラッシャーラン、クラッシャーラン鉄鋼スラグ、粒土調整鉄鋼スラグ等について、塑性
指数(PI)、修正CBR等を規定。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

舗装の構造に関する技術基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・舗装再生便覧((社)日本道路協会、平成22年版) 
・ｺﾝｸﾘｰﾄ副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準(案)(建設省通知、平成6年4月) 
・通達「建設汚泥処理土利用技術基準について」(国官技第50号、国官総第137号、国営計第
41号、平成18年6月) 

・建設汚泥再生利用ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成20年12月) 
・転炉系製鋼ｽﾗｸﾞ海域利用の手引き（(社)日本鉄鋼連盟、平成20年9月） 
・JSTMH8001「土工用製鋼ｽﾗｸﾞ砕石」((財)建材試験ｾﾝﾀｰ、平成28年3月改正) 
・ﾌﾗｲｱｯｼｭを路盤・路床に利用するための手引書(案)((財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成7年3月) 
・港湾工事における石炭灰混合材料の有効利用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（改訂版）((財)石炭ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、平成
29年2月) 

・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・JIS A 5032「一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化した道路用溶融ｽﾗｸﾞ」(平
成28年10月改正) 

・道路用溶融ｽﾗｸﾞ品質管理及び設計施工ﾏﾆｭｱﾙ（改訂版）（（一社）日本産業機械工業会、平
成29年3月） 
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表 2.13.3 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類 

（アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材） 
工種 舗装工 

用途 Ａｓ舗装骨材、Ａｓフィラー材 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

工事に使用する骨材の種類及び最大粒径は設計図書の定めによる。 
骨材の粒度分布について規定。 
粗骨材及び細骨材は、十分な硬度及び耐久性を有し、ごみ、泥、有機物等の有害物を含んでは
ならない。 
スクリーニングスは、「JIS A 5001道路用砕石」に適合しなければならない。 
フィラーは、石灰岩、火成岩等を粉砕したもので、十分乾燥し、固まりもなく200℃に熱して
も変質しないものでなければならない。また、粒度分布、水分、比重について規定。 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

一般には、港湾の道路の舗装は、一般の道路の舗装に関する規定に準じることができる。 
港湾の道路の舗装の性能照査にあたっては、一般の道路の舗装の性能照査と同様に、道路構造
令に基づいて定められた、車道及び側帯の舗装の構造の基準に関する省令（平成 13年国土交
通省令第103号）、舗装の構造に関する技術基準及びコンクリート標準示方書（舗装編）を参
照することができる。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

粗骨材は、原則として「JIS A 5001 道路用砕石」に適合しなければならない。また、砕石の
粒度、品質等について規定。 
細骨材は、天然砂、スクリーニングス又は砕砂とし、品質について規定。また、スクリーニン
グスの粒度について規定。 
フィラーは、石灰岩やその他岩石を粉砕した石粉、消石灰、セメント、回収ダスト及びフライ
アッシュなどを用いる。また、粒度等について規定。 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

付帯施設： 
舗装の構造に関する技術基準・同解説を参考とすることができる。 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

基本施設等： 
表層・基層には、加熱混合方式アスファルトコンクリートを用いるものとし、アスファルト混
合物の種類は、求められる性能に応じて適切に選定する。 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・舗装再生便覧((社)日本道路協会、平成22年版) 
・舗装施工便覧（(社)日本道路協会、平成18年） 
・JIS A 5015「道路用鉄鋼ｽﾗｸﾞ」（平成25年3月改正) 
・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・JIS A 5032「一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化した道路用溶融ｽﾗｸﾞ」
(平成28年10月改正) 

・道路用溶融ｽﾗｸﾞ品質管理及び設計施工ﾏﾆｭｱﾙ（改訂版）（（一社）日本産業機械工業会、
平成29年3月） 

・建設工事における他産業ﾘｻｲｸﾙ材料利用技術ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成18年4月) 
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2.13.3  要求品質及び性能 
(1) 路盤材 

下層路盤及び上層路盤に利用する再生路盤材の品質についてそれぞれ「舗装再生便覧」に規定され

ている。 

鉄鋼スラグ、エコスラグを利用した路盤材の品質については、JISで規定されており、これらの規定

に適合するリサイクル材料を用いることを原則とする。 

（解説） 

再生路盤材は、アスファルトコンクリート発生材、セメントコンクリート発生材、路盤発生材などか

ら製造された再生骨材を単独または相互に組み合わせ、必要に応じてこれに新規骨材や安定材を加えて

所要の品質が得られるように調整したものである。「舗装再生便覧」に規定された下層路盤に用いる再生

路盤材の品質を表 2.13.4に、上層路盤に用いる再生路盤材の品質を表 2.13.5に示す。品質規定の詳細

については「舗装再生便覧」を参照されたい。 
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表 2.13.4 下層路盤材に用いる再生路盤材の品質規格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）舗装再生便覧（平成 22年版）（（社）日本道路協会）
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表 2.13.5 上層路盤材に用いる再生路盤材の品質規格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）舗装再生便覧（平成 22年版）（（社）日本道路協会） 
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鉄鋼スラグ、エコスラグを利用した路盤材の品質については、以下の JISで規定されている。 

・鉄鋼スラグ：JIS A 5015「道路用鉄鋼スラグ」 

・エコスラグ：JIS A 5032「一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化した道路用溶融ス

ラグ」 
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(2) 加熱アスファルト混合物（アスファルト舗装骨材、アスファルトフィラー材） 

再生加熱アスファルト混合物の品質について「舗装再生便覧」に規定されている。 

製鋼スラグ、エコスラグを利用したアスファルト舗装骨材の品質については、JIS で規定されており、

これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることを原則とする。 

（解説） 

再生加熱アスファルト混合物は、アスファルトコンクリート再生骨材に所要の品質が得られるよう必

要に応じて再生用添加剤、新アスファルト及び新規骨材を加えて加熱混合したものである。「舗装再生便

覧」では、再生加熱アスファルト混合物は表 2.13.6に示す基準値を満足するものとし、その粒度及びア

スファルト量は表 2.13.7を満足するものとされている。品質規定の詳細については「舗装再生便覧」を

参照されたい。 

 

表 2.13.6 再生加熱アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）舗装再生便覧（平成 22年版）（（社）日本道路協会） 
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表 2.13.7 再生加熱アスファルト混合物の種類と粒度範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）舗装再生便覧（平成 22年版）（（社）日本道路協会） 

 

製鋼スラグ、エコスラグを利用したアスファルト舗装骨材の品質については、以下の JIS で規定され

ている。 

・製鋼スラグ：JIS A 5015「道路用鉄鋼スラグ」 

・エコスラグ：JIS A 5032「一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化した道路用溶融ス

ラグ」 
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2.13.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた舗装の構造設計は、関連する基準、指針等に示されている方法によって行

うこととする。 

（解説） 

「港湾の施設の技術上の基準･同解説」では、舗装についての詳細は、「セメントコンクリート舗装要

綱」、「アスファルト舗装要綱」及び「コンクリート標準示方書（舗装編）」に基づいて設計するものとし

ている。一方、空港の施設に関しては、「空港土木施設設計基準」及び「空港舗装構造設計要領」等に基

づいた設計となる。従って、リサイクル材料を舗装用材として利用した場合も、これらに基づいた設計

方法をとることになる。 

参考となる要綱・指針類としては次のものがあるので、必要に応じて参照されたい。 

 

「コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準（案）」 

（平成 6年 4月）建設省通知 技調発第 88 号 

「舗装再生便覧」（平成 16 年 2月）日本道路協会 

「舗装の構造に関する技術基準･同解説」（平成 13年 9月）日本道路協会 

「舗装施工便覧」（平成 13 年 12 月）日本道路協会 

「舗装設計施工指針」（平成 13年 12月）日本道路協会 

「道路維持修繕要綱」（昭和 53年 7月）日本道路協会 

「舗装試験法便覧」（昭和 63年 11月）日本道路協会 

「アスファルト舗装工事共通仕様書解説」（平成 4年 12月）日本道路協会 

「道路土工―排水工指針」（昭和 62年 6月）日本道路協会 

「道路土工―土質調査指針」（昭和 61年 11月）日本道路協会 

「空港土木施設の設置基準・同解説」（平成 20年 7月）港湾空港総合技術センター 

「空港土木工事共通仕様書」（平成 29年 4月）港湾空港総合技術センター 

「空港舗装補修要領及び設計例」（平成 23年 4月）港湾空港総合技術センター 

「空港土木施設施工要領」（平成 21年 4月）港湾空港総合技術センター 

「鉄鋼スラグ路盤設計施工指針」（平成 27年 9月）土木研究センター 

「製鋼スラグを用いたアスファルト舗装設計施工指針」（昭和 57年 7月）鐵鋼スラグ協会 等 

 

道路舗装に関しては、再生資材を対象として「舗装再生便覧」に各種品質が示されており、これは「舗

装の構造に関する技術基準･同解説」、「舗装設計施工指針」、「舗装施工便覧」に準じたものである。 

一方、港湾・空港舗装では、設計荷重が大きいという点が道路舗装と大きく異なる。また、空港舗装で

は平坦性やすべり抵抗性などに厳しい条件が要求されている。このため、港湾・空港施設の一部では道

路舗装より厳しい条件が設定されている。 
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2.14  藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等 

2.14.1  対象とするリサイクル材料 
藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等には、表 2.14.1に示すリサイクル材料の利用可能性が

ある。各材料の利用の検討に当たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点で藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等として利用可能性のある材料は、表 2.14.1に示

す◎～△評価の材料である。なお、利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）

がある場合、評価の下に括弧書きで示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.14.1 藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

その他

⑰藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工砂浜等

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土
○

(浅場・干潟,覆砂,人工砂浜,養浜)

砂質系 02 1
◎

(浅場・干潟,覆砂,人工砂浜)

2
◎

(浅場・干潟,覆砂)

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 -

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材 -

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3
○

＋

(浅場・干潟,覆砂)

08 1 -

2
○

＋

(藻場,浅場,覆砂)

1 -

2 -

10 1
◎

(浅場,藻場)

2
○

＋

(藻場)

3
○

＋

(藻場,浅場・干潟,覆砂)

4
○

(藻場)

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ
△

(覆砂)

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2
◎

(覆砂)

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ ○
＋

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1
○

(浅場・干潟,覆砂)

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ -

19 - ３．１９　破砕瓦 △

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品
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2.14.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等に用いる場合、用途毎の要求性能に

応じた品質を満足することを確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用すること

とする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等に利用する場合は、リサイクル材料の

性質を良く把握した上で、各用途での要求品質を満足することを確認して利用する必要がある。藻場、

浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等に利用する材料の品質については、表 2.14.2 に示す通り、「港湾

工事共通仕様書」、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」、「空港土木工事共通仕様書」等において規定

されているため、これらの規定に適合するリサイクル材料を用いることが原則となる。 

環境に対する影響としては、材料によっては溶出水による海水への影響や近傍に生息する生物への影

響、人が立ち入る場合は人が直接摂取（摂食及び皮膚接触）することによる健康影響等が考えられる。

本節で扱うリサイクル材料の中には、溶出水が高い pHを示すものがある。また、浚渫土砂やフライアッ

シュのようにセメント系の改良材を用いて安定処理したものについては、リサイクル材料や改良材の種

類、リサイクル材料の状態など様々な条件により異なるが、場合によっては環境基準を超えた六価クロ

ムが溶出することもあるため、注意する必要がある。 
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表 2.14.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工海浜等） 
工種 その他 

用途 藻場、浅場・干潟造成、覆砂材、人工砂浜等 

港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

特になし 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

海浜の性能照査にあたっては、海岸保全施設の技術上の基準・同解説若しくは面的な海岸防護
方式の計画・設計マニュアルを参考にすることができる。 
底質粒径は海浜の安定や断面勾配のみならず、海浜利用者の満足度や生物の生息分布や環境浄
化機能、透水性（保水性）にも影響を与えている。底質の粒度組成は、それらを考慮して適切
に定める。 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

特になし 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・浚渫土砂の海洋投入及び有効利用に関する技術指針(国土交通省港湾局、平成25年7月(改
訂案)) 

・港湾・空港における水砕ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ［（財）沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成19年12月］ 
・転炉系製鋼ｽﾗｸﾞ海域利用の手引き（(社)日本鉄鋼連盟、平成20年9月） 
・同上別冊：転炉系製鋼ｽﾗｸﾞと浚渫土との混合改良工法技術資料((社)日本鉄鋼連盟、平成20
年9月) 

 
・鉄鋼ｽﾗｸﾞ水和固化体技術ﾏﾆｭｱﾙ(改訂版)((財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成20年2月) 
・鉄鋼ｽﾗｸﾞ炭酸固化体利用ﾏﾆｭｱﾙ-藻場・ｻﾝｺﾞ礁の再生に向けて-((財)港湾空間高度化環境研究
ｾﾝﾀｰ 藻場着生基盤技術研究会委員会、平成16年3月) 

・港湾・空港・海岸等におけるｶﾙｼｱ改質土利用技術ﾏﾆｭｱﾙ((一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成29年
2月) 

・浚渫土と転炉系製鋼スラグの混合材の海域利用のための技術ﾏﾆｭｱﾙ(案)（鉄鋼スラグ等の実海
域適用に関する研究会、平成29年3月） 

・石炭灰造粒物による底質改善手法の手引き(広島港湾空港技術調査事務所、平成25年3月) 
・港湾空港工事における非鉄ｽﾗｸﾞ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ[(一財)沿岸技術研究ｾﾝﾀｰ、平成27年9月] 
・PIANC (2006): Biological Assessment Guidance for Dredged Material, PIANC EnviCom, 
Report of WG8, 56p.  

・PIANC (2009): Dredged material as a resource, options and constraints, PIANC EnviCom, 
Report of WG14, 54p. 
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2.14.3  要求品質及び性能 
「浚渫土砂等の海洋投入及び有効利用に関する技術指針」における有効利用の考え方、及び各材料

のマニュアル・ガイドライン類に準拠することとする。 

（解説） 

「浚渫土砂等の海洋投入及び有効利用に関する技術指針（改訂版）」（平成 25年 7月、国土交通省港湾

局）において、干潟・浅場造成材、覆砂材等として、浚渫土砂、建設発生土、及び産業副産物等を有効

利用する際の考え方が示されており、これらの考え方に準拠する必要がある。 

また、適用しようとする用途への利用について記載されたマニュアル・ガイドライン類がある場合は、

これらに従う必要がある。 

 
 
2.14.4  適用方法 
リサイクル材料を用いた藻場、浅場・干潟、覆砂、人工海浜等の設計は、材料の特性をよく把握し

た上で「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される方法にて行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料を用いた藻場、浅場・干潟、覆砂、人工海浜等の設計は、材料の特性をよく把握した

上で、天然の材料との違いに注意しながら、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に示される海浜の設

計方法によって行う。また、「海の自然再生ハンドブック」を参考にすることができる。 

リサイクル材料には品質にばらつきがあるものも多く、膨張性や水硬性等のような、天然の材料には

ない性質を持つものもあるので、設計においては、実際に利用するリサイクル材料の性質をよく把握し、

適切な設計定数を用いて設計を行う必要がある。 
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2.15  その他 

2.15.1  対象とするリサイクル材料 
その他の用途には、表 2.15.1に示すリサイクル材料の利用可能性がある。各材料の利用の検討に当

たっては、第 3章の該当材料に係る記載を参照のこと。 

（解説） 

現時点でその他の用途に利用可能性のある材料は、表 2.15.1 に示す◎～△評価の材料である。なお、

利用に当たっての条件（用途、材料特性、加工・改良の必要性等）がある場合、評価の下に括弧書きで

示している。 

◎、○＋、○、△評価の材料を利用する場合は、第 3章の該当材料に係る記載を参照し、具体的な適用

条件等について検討を行うこととする。△評価の材料については、利用可能性はあるが今後の検討を要

する材料であるため、利用に当たっては十分検討を行うこととする。 
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表 2.15.1 その他の用途へのリサイクル材料の利用可能性 

 

 
 
 

【総合評価】
◎ ： すでに当該用途を想定した品質基準が設けられる等、利用が可能
○+ ： 利用実績が多いものまたは○に加えて利用マニュアル案等が整備されているもの
○ ： 標準材料と同等、または利用実績や実証実験などで品質が確認され利用可能性の高いもの
△ ： 利用可能性はあるが、既存資料からは判定できず、今後の検討を要するもの
× ： 現段階では利用は難しいと考えるもの
― ： 用途対象外

その他

⑱その他

建設発生土 01 - ３．１　建設発生土 -

砂質系 02 1 -

2 -

03 - ３．３　アスファルトコンクリート塊 -

コンクリート塊 04 - ３．４　コンクリート塊 -

建設発生木材 05 - ３．５　建設発生木材
◎

（ﾎﾞｰﾄﾞ材料等）

建設汚泥 06 - ３．６　建設汚泥 -

07 1 -

2 -

3 -

08 1 -

2 -

1 -

2 -

10 1 -

2 -

3 -

4 -

JIS灰 11 1 -

非JIS灰 2 -

ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ 12 - ３．１２　クリンカアッシュ -

ﾌﾗｲｱｯｼｭ固化体 13 1 -

石炭灰造粒物 2 -

銅ｽﾗｸﾞ 14 - ３．１４　銅スラグ -

ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 15 - ３．１５　フェロニッケルスラグ -

亜鉛ｽﾗｸﾞ 16 - ３．１６　亜鉛スラグ -

貝
殻

カキ殻等 17 1
○

(水質浄化材料)

ホタテ殻等 2 -

18 - ３．１８　エコスラグ -

19 - ３．１９　破砕瓦 -

３．１７　貝殻

３．２　浚渫土砂

３．７　高炉スラグ

３．９　鉄鋼スラグ混合製品
（道路用鉄鋼スラグ・水硬性スラグ
コンパクション材）

３．８　製鋼スラグ

３．１０　鉄鋼スラグ二次製品（固化
体・その他）

３．１１　フライアッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   　　工種　
　　
　　
　　

技術情報の記載箇所
（本ガイドライン第３章）

３．１３　石炭灰二次製品

09
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2.15.2  リサイクル材料利用の基本方針 
リサイクル材料を 2.1～2.14 以外の用途に用いる場合、用途毎の要求品質及び性能を満足すること

を確認し、リサイクル材料の性質を良く把握した上で適切に利用することとする。 

また、利用に際しては、周辺環境に十分配慮することとする。 

（解説） 

リサイクル材料を各用途に利用する場合は、リサイクル材料の性質を良く把握した上で、利用しよう

とする用途での要求品質及び性能を満足することを確認して利用する必要がある。その他の用途に利用

する材料の品質については、表 2.15.2に示す通り、参考となる手引き・マニュアル類が発刊されている。 

環境に対する影響については、利用用途や適用先の周辺環境の特性を十分考慮し、関連する基準類を

満足することを確認する必要がある。 

 
 

表 2.15.2 港湾・空港等工事で使用する材料の基準類（その他） 
工種 その他 

用途 その他 
港 
湾 
工 
事 

港湾工事共通仕様書 
[平成29年3月] 

特になし 

港湾の施設の技術上の基準・同
解説[平成19年7月] 

特になし 

空 
港 
土 
木 
工 
事 

空港土木工事共通仕様書 
[平成29年4月] 

特になし 

空港土木施設構造設計要領及
び設計例[平成20年7月（平成
29年4月一部改訂）] 

特になし 

空港舗装設計要領及び設計例 
[平成20年7月（平成29年4
月一部改訂）] 

特になし 

その他、リサイクル材料利用のために
提案された規格・基準及び手引書等 

・建設発生木材ﾘｻｲｸﾙの手引き(案)(土木研究所、平成17年12月) 
・建設工事における他産業ﾘｻｲｸﾙ利用技術ﾏﾆｭｱﾙ(土木研究所、平成18年4月) 
・廃棄牡蠣殻の環境浄化への活性化研究（岩手県環境保健研究センター年報、第4号、岩手県
環境保健研究センター、平成16年度） 
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2.15.3  要求品質及び性能 

利用しようとする用途に関連するマニュアル・ガイドライン類、研究成果等を基に要求品質及び性

能について十分確認することとする。 

（解説） 

利用しようとする用途への利用について記載されたマニュアル・ガイドライン類がある場合は、これ

らに従い、要求品質及び性能を確認する必要がある。マニュアル・ガイドライン類がない場合は、類似

用途のマニュアル・ガイドライン類、研究成果等を参考とし、要求品質及び性能について十分確認する

必要がある。 

 

 

2.15.4  適用方法 
設計は、材料の特性をよく把握した上で適切に行うこととする。 

（解説） 

リサイクル材料をその他の用途に用いる場合の設計は、材料の特性をよく把握した上で、天然の材料

との違いに注意しながら行う。リサイクル材料には品質にばらつきがあるものも多く、膨張性や水硬性

等のような、天然の材料にはない性質を持つものもあるので、設計においては、実際に利用するリサイ

クル材料の性質をよく把握し、適切な設計定数を用いて設計を行う必要がある。 

 


